様式第２号
　　　つがる西北五広域連合病院事業医薬品調達に関するプロポーザル提案書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業者名　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者氏名　　　　　　　　　
１．供給体制（デリバリー）に関すること
（１）デリバリー等
　　①日頃講じている欠品を防ぐための工夫
	






　　②連合立５施設への最寄りの物流センターからの配送時間、体制等
	　　　　　　　　　　　　　物流センタ―　　支店在庫　　配送時間
　　　つがる総合病院　：
　　　かなぎ病院　　　：
　　　鯵ヶ沢病院　　　：
　　　つがる市民診療所：
　　　鶴田市民診療所　：
　注）これまで供給していることから、実績について簡潔に記載すること。



　　③緊急時の対応（地震等災害発生時における配送体制について）
	






　　④令和6年度～7年度における当該メーカーの帳合を持つ他社に在庫がなかった場合、
　　自社に急配の引き合いがあった時の対応した実績の有無並びにこのような引き合いが
　　あった場合の対応姿勢について
	







（２）供給停止・供給制限品についての対応
[bookmark: _Hlk219299929]　　　令和6年度～7年度に帳合を持っていたメーカーの医薬品供給において、
　　　①安定供給への取組（供給面の情報提供、在庫確保や代替薬の提案等の実績の有無
　　　　がない場合は供給停止・制限品が生じたときの体制・対応について
	







　　　②供給に関する情報提供の迅速性（前もった情報提供は行われているか）
	







（３）ＭＳの活動の質
　　　令和6年度～7年度における医師･薬剤部･医薬品購入担当に対する医薬品の情報提
　　供について、回数、頻度。また、病院に対して貢献したとアピールできるＭＳ活動があ
　　ればその内容を簡潔に記載すること。
	















２．適切な価格形成及びコスト管理（配点：50点）
（１）提案目標値引率　　　　　　　　　　　　　　　　業　者　名：　　　　　　　　
[bookmark: _Hlk219713953]　　令和８年度目標値引率一覧（1/2）　　　　　　　　　　　　　　(単位：円　％)
	
	メーカー名
	７年度上期実績(薬価総額）
	８年度目標値引率
	事務局記載欄

	1
	アストラゼネカ
	70,886,203
	
	

	2
	小野薬品工業
	66,808,213
	
	

	3
	中外製薬
	61,998,846
	
	

	4
	エスディコラボ
	50,380,200
	
	

	5
	ＭＳＤ　　
	46,883,811
	
	

	6
	武田薬品工業
	45,415,835
	
	

	7
	大塚製薬
	30,050,646
	
	

	8
	大鵬薬品工業
	29,000,731
	
	

	9
	協和キリン
	22,320,096
	
	

	10
	第一三共　
	20,429,366
	
	

	11
	Meiji Seika
	20,348,279
	
	

	12
	日本イーライリリー
	18,427,195
	
	

	13
	エス・エム・ディ
	15,264,115
	
	

	14
	ノバルティス
	14,166,476
	
	

	15
	ネクセラファーマJ
	12,895,360
	
	

	16
	サノフィ
	12,085,462
	
	

	17
	バイエル薬品
	11,999,534
	
	

	18
	ヤンセンファーマ
	11,934,330
	
	

	19
	田辺三菱　
	11,648,387
	
	

	20
	メルクバイオファーマ
	10,934,115
	
	

	21
	ニプロ－医薬営業本部
	9,829,346
	
	

	22
	日医工
	8,845,001
	
	

	23
	テルモ
	8,779,415
	
	

	24
	日本化薬
	8,739,611
	
	

	25
	ＳＰＬｉｎｅ
	7,841,733
	
	

	26
	ギリアド・サイエンシズ
	7,822,491
	
	

	27
	アステラス
	7,746,112
	
	

	28
	ブリストルマイヤーズ
	7,380,014
	
	

	29
	塩野義製薬
	7,378,797
	
	

	30
	アッヴィ合同　
	6,556,424
	
	

	31
	ファイザー
	6,463,536
	
	


令和８年度目標値引率一覧 (2/2)                  　            　(単位：円　％)
	
	メーカー名
	７年度上期実績(薬価総額）
	８年度目標値引率
	事務局記載欄

	32
	参天製薬
	6,371,151
	
	

	33
	旭化成ファーマ　　
	6,088,572
	
	

	34
	ＧＥヘルスケア
	5,863,350
	
	

	35
	ノボノルディスク
	5,477,562
	
	

	36
	ＧＳＫ　　
	5,437,818
	
	

	37
	沢井製薬
	5,397,518
	
	

	38
	ヴィアトリス製薬
	5,055,183
	
	

	39
	エーザイ　
	4,996,405
	
	

	40
	アムジェン
	4,826,355
	
	

	41
	富士製薬工業
	4,706,145
	
	

	42
	東和薬品　
	4,192,047
	
	

	43
	扶桑薬品工業
	3,986,104
	
	

	44
	帝人ファーマ
	3,761,904
	
	

	45
	マルホ
	3,097,287
	
	



注）
１．本提案用目標値引率一覧表は、当連合病院事業採用医薬品1,884品目－135メーカーのうち品目の
　57.6％、採用品薬価総額の92.4％を占める45メーカーについて、本プロポーザル後、令和８年度に各
　卸が当連合病院事業に納品する際、目標として掲げたい値引き率について提案をご記入いただくもので
　ある。
２．目標とし掲げる値引き率ではあるが、これまでの当連合への供給における値引きの実績と８年度医薬
　品需給動向、診療報酬改定等を展望したうえで、向こう２年間（令和８年度－９年度）の取引の中で「メ
　ルクマール」として耐えうる、上期下期通じて1年間は値引きの増加することがあっても目標を下回る
　ことのないような提案を行うこと。
　　例えば、実績△15％前後の品目に対し、△18％を提案する等のインパクトの強い提案については、薬価収載カテゴリー等、納入実績値引き率を勘案し、額面どおりの評価は行わない。
３．上表のうち帳合を希望しないメーカーについては、「8年度目標値引率欄」に「希望しない」を１社流通としているメーカーについては、当該卸を除き「取扱無し」と記入すること。

①適正な値引き率の組み立て　
	





②値引き率の安定性と継続性
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